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備
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受
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す
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す
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規

程
（
交
）

○
東
京
都
交
通
局
企
業
職
員
の
給
料
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
…
…
…
…
…
…
…
�

○
東
京
都
交
通
局
企
業
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の
勤
勉
手
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規
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改
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す
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す
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程
（
下
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○
東
京
都
下
水
道
局
企
業
職
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給
与
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す
る
規
程
の
一
部
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改
正
す
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規
程
…
…
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…
…
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東
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都
下
水
道
局
企
業
職
員
の
期
末
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す
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程
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正
す
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規
程
…
…
…
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○
東
京
都
下
水
道
局
企
業
職
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手
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す
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を
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正
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る
規
程
…
…
…
…
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規

則

職
員
の
給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
六
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
六
十
四
号

職
員
の
給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
東
京
都
規
則
第
百
六
十
一
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
の
表
中
「
一
七
、
二
〇
〇
円
」
を
「
一
七
、
四
〇
〇
円
」
に
、
「
二
一
、
五
〇
〇

円
」
を
「
二
一
、
七
〇
〇
円
」
に
、
「
二
九
、
九
〇
〇
円
」
を
「
三
〇
、
一
〇
〇
円
」
に
、
「
三
七
、

九
〇
〇
円
」
を
「
三
八
、
二
〇
〇
円
」
に
、
「
三
八
、
一
〇
〇
円
」
を
「
三
八
、
四
〇
〇
円
」
に
、

「
三
四
、
三
〇
〇
円
」
を
「
三
四
、
六
〇
〇
円
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
職
員
の
給
料
の
調
整
額
に

関
す
る
規
則
（
以
下
「
改
正
後
の
規
則
」
と
い
う
。
）
の
規
定
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
適
用

す
る
。

２

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正

前
の
職
員
の
給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
の
規
定
に
よ
り
既
に
支
給
さ
れ
た
給
料
の
調
整
額
は
、

改
正
後
の
規
則
の
規
定
に
よ
る
給
料
の
調
整
額
の
内
払
と
み
な
す
。

職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
六
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
六
十
五
号

職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
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職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
四
年
東
京
都
規
則
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
四
第
一
項
第
一
号
中
「
一
万
分
の
九
千
六
百
八
十
」
を
「
一
万
分
の
一
万
百
二
十
」
に
、

「
一
万
分
の
一
万
三
千
百
九
十
九
」
を
「
一
万
分
の
一
万
三
千
七
百
九
十
九
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号

中
「
一
万
分
の
二
万
五
百
」
を
「
一
万
分
の
二
万
二
千
五
百
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
一
万
分
の

二
万
一
千
五
百
」
を
「
一
万
分
の
二
万
三
千
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
一
万
分
の
九
千
五
百
六
十

七
・
五
」
を
「
一
万
分
の
一
万
四
百
五
十
七
・
五
」
に
、
「
一
万
分
の
一
万
六
千
」
を
「
一
万
分
の
一

万
七
千
五
百
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
一
万
分
の
九
千
六
百
七
十
五
」
を
「
一
万
分
の
一
万
五
百

七
十
五
」
に
、
「
一
万
分
の
一
万
五
千
」
を
「
一
万
分
の
一
万
六
千
五
百
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中

「
一
万
分
の
五
千
六
十
」
を
「
一
万
分
の
五
千
五
百
」
に
、
「
一
万
分
の
六
千
八
百
九
十
九
」
を
「
一

万
分
の
七
千
四
百
九
十
九
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
中
「
一
万
分
の
五
千
五
百
六
十
二
・
五
」
を
「
一

万
分
の
六
千
七
・
五
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
中
「
一
万
分
の
四
千
六
百
七
十
二
・
五
」
を
「
一
万
分

の
五
千
百
十
七
・
五
」
に
、
「
一
万
分
の
六
千
五
百
」
を
「
一
万
分
の
七
千
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号

中
「
一
万
分
の
四
千
七
百
二
十
五
」
を
「
一
万
分
の
五
千
百
七
十
五
」
に
、
「
一
万
分
の
六
千
」
を

「
一
万
分
の
六
千
五
百
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
第
三
条
の
四
第
一
項
の
規
定
は
、

令
和
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

規

則
（
教
）

学
校
職
員
の
給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
六
日

東
京
都
教
育
委
員
会

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
六
号

学
校
職
員
の
給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

学
校
職
員
の
給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
三
十
五

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
及
び
別
表
第
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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附

則

（
施
行
期
日
等
）

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
学
校
職
員
の
給
料
の
調
整

額
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
改
正
後
の
規
則
」
と
い
う
。
）
の
規
定
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら

適
用
す
る
。

（
内
払
）

２

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
、
改
正
前
の
学
校
職
員
の

給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
職
員
に
支
払
わ
れ
た
給
料
の
調
整
額
は
、
改

正
後
の
規
則
の
規
定
に
よ
る
給
料
の
調
整
額
の
内
払
と
み
な
す
。

学
校
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
六
日

東
京
都
教
育
委
員
会

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
七
号

学
校
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

学
校
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
四
年
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
十
六
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
四
第
一
項
第
一
号
中
「
一
万
分
の
二
万
一
千
五
百
」
を
「
一
万
分
の
二
万
三
千
」
に
改
め
、

同
項
第
二
号
中
「
一
万
分
の
九
千
五
百
六
十
七
・
五
」
を
「
一
万
分
の
一
万
四
百
五
十
七
・
五
」
に
、

「
一
万
分
の
一
万
六
千
」
を
「
一
万
分
の
一
万
七
千
五
百
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
一
万
分
の
九

千
六
百
七
十
五
」
を
「
一
万
分
の
一
万
五
百
七
十
五
」
に
、
「
一
万
分
の
一
万
五
千
」
を
「
一
万
分
の

一
万
六
千
五
百
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
一
万
分
の
五
千
五
百
六
十
二
・
五
」
を
「
一
万
分
の
六

千
七
・
五
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
一
万
分
の
四
千
六
百
七
十
二
・
五
」
を
「
一
万
分
の
五
千
百

十
七
・
五
」
に
、
「
一
万
分
の
六
千
五
百
」
を
「
一
万
分
の
七
千
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
一
万

分
の
四
千
七
百
二
十
五
」
を
「
一
万
分
の
五
千
百
七
十
五
」
に
、
「
一
万
分
の
六
千
」
を
「
一
万
分
の

六
千
五
百
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
学
校
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
第
三
条
の
四
第
一
項
の
規
定

は
、
令
和
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

規

則
（
人
）

行
政
職
給
料
表
㈠
備
考
２
等
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
を
公
布
す
る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
六
日

東
京
都
人
事
委
員
会

◉
東
京
都
人
事
委
員
会
規
則
第
十
五
号

行
政
職
給
料
表
㈠
備
考
２
等
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

行
政
職
給
料
表
㈠
備
考
２
等
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
関
す
る
規
則
（
平
成
七
年
東
京
都
人

事
委
員
会
規
則
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

行
政
職
給
料
表
㈠
備
考
２
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
関
す
る
規
則

第
一
条
第
二
項
を
削
る
。

第
二
条
中
「
又
は
備
考
３
」
及
び
「
そ
れ
ぞ
れ
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

規

程
（
交
）

◉
交
通
局
規
程
第
七
十
三
号

東
京
都
交
通
局
企
業
職
員
の
給
料
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
六
日

東
京
都
交
通
局
長

久

我

英

男

東
京
都
交
通
局
企
業
職
員
の
給
料
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
交
通
局
企
業
職
員
の
給
料
等
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
三
年
交
通
局
規
程
第
十
四
号
）
の
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一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
二
第
四
項
中
「
備
考
２
に
掲
げ
る
」
を
「
に
掲
げ
る
一
級
二
十
九
号
給
の
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
か
ら
別
表
第
二
の
二
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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（増刊 85）東 京 都 公 報令和5年12月26日（火曜日）１３



令和5年12月26日（火曜日）東 京 都 公 報（増刊 85） １４



（増刊 85）東 京 都 公 報令和5年12月26日（火曜日）１５



令和5年12月26日（火曜日）東 京 都 公 報（増刊 85） １６



（増刊 85）東 京 都 公 報令和5年12月26日（火曜日）１７



令和5年12月26日（火曜日）東 京 都 公 報（増刊 85） １８



（増刊 85）東 京 都 公 報令和5年12月26日（火曜日）１９

別
表
第
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



令和5年12月26日（火曜日）東 京 都 公 報（増刊 85） ２０



（増刊 85）東 京 都 公 報令和5年12月26日（火曜日）２１



令和5年12月26日（火曜日）東 京 都 公 報（増刊 85） ２２



（増刊 85）東 京 都 公 報令和5年12月26日（火曜日）２３

別
表
第
六
か
ら
別
表
第
七
の
二
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



令和5年12月26日（火曜日）東 京 都 公 報（増刊 85） ２４



（増刊 85）東 京 都 公 報令和5年12月26日（火曜日）２５



令和5年12月26日（火曜日）東 京 都 公 報（増刊 85） ２６



（増刊 85）東 京 都 公 報令和5年12月26日（火曜日）２７



令和5年12月26日（火曜日）東 京 都 公 報（増刊 85） ２８

附

則

（
施
行
期
日
等
）

１

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
交
通
局
企
業
職
員
の
給
料
等
に
関
す
る
規
程
（
以
下
「
改
正

後
の
規
程
」
と
い
う
。
）
の
規
定
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
給
料
表
の
適
用
を
異
に
す
る
異
動
者

等
の
号
給
の
調
整
）

３

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
こ
の
規
程
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
ま
で

の
間
に
新
た
に
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
職
員
及
び
給
料
表
の
適
用
を
異
に
し
て
異

動
し
た
職
員
の
当
該
適
用
の
日
又
は
異
動
の
日
に
お
け
る
号
給
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
程
に
よ
る
改

正
前
の
東
京
都
交
通
局
企
業
職
員
の
給
料
等
に
関
す
る
規
程
（
以
下
「
改
正
前
の
規
程
」
と
い

う
。
）
の
規
定
が
適
用
さ
れ
た
場
合
と
の
均
衡
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
限
度
に
お
い
て
、
別
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
必
要
な
調
整
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
施
行
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
異
動
者
等
の
号
給
の
調
整
）

４

施
行
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
新
た
に
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る

こ
と
と
な
っ
た
職
員
及
び
給
料
表
の
適
用
を
異
に
し
て
異
動
し
た
職
員
の
当
該
適
用
の
日
又
は
異
動

の
日
に
お
け
る
号
給
に
つ
い
て
は
、
当
該
適
用
又
は
異
動
に
つ
い
て
、
ま
ず
改
正
前
の
規
程
の
規
定

が
適
用
さ
れ
、
次
い
で
当
該
適
用
の
日
又
は
異
動
の
日
か
ら
改
正
後
の
規
程
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る

も
の
と
し
た
場
合
と
の
均
衡
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
限
度
に
お
い
て
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

必
要
な
調
整
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
給
与
の
内
払
）

５

改
正
後
の
規
程
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
改
正
前
の
規
程
の
規
定
に
基
づ
い
て
職

員
に
支
払
わ
れ
た
給
与
は
、
改
正
後
の
規
程
の
規
定
に
よ
る
給
与
の
内
払
と
み
な
す
。

（
委
任
）

６

附
則
第
三
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
程
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、

職
員
部
長
が
定
め
る
。

◉
交
通
局
規
程
第
七
十
四
号

東
京
都
交
通
局
企
業
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。令

和
五
年
十
二
月
二
十
六
日

東
京
都
交
通
局
長

久

我

英

男

東
京
都
交
通
局
企
業
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
交
通
局
企
業
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
五
十
四
年
交
通
局
規
程
第
十
八
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
第
一
号
中
「
百
分
の
百
七
・
五
」
を
「
百
分
の
百
十
二
・
五
」
に
、
「
百
分
の
百
二

十
七
・
五
」
を
「
百
分
の
百
三
十
二
・
五
」
に
、
「
百
分
の
百
三
十
七
・
五
」
を
「
百
分
の
百
四
十
二

・
五
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
百
分
の
百
十
」
を
「
百
分
の
百
十
二
・
五
」
に
改
め
、
同
項
第
三

号
中
「
百
分
の
五
十
二
・
五
」
を
「
百
分
の
五
十
五
」
に
、
「
百
分
の
六
十
二
・
五
」
を
「
百
分
の
六

十
五
」
に
、
「
百
分
の
五
十
七
・
五
」
を
「
百
分
の
六
十
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
三
第
一
項
第
一
号
中
「
一
万
分
の
九
千
六
百
八
十
」
を
「
一
万
分
の
一
万
百
二
十
」
に
、

「
一
万
分
の
一
万
三
千
百
九
十
九
」
を
「
一
万
分
の
一
万
三
千
七
百
九
十
九
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号

中
「
一
万
分
の
二
万
五
百
」
を
「
一
万
分
の
二
万
二
千
五
百
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
一
万
分
の

二
万
一
千
五
百
」
を
「
一
万
分
の
二
万
三
千
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
一
万
分
の
九
千
五
百
六
十

七
・
五
」
を
「
一
万
分
の
一
万
四
百
五
十
七
・
五
」
に
、
「
一
万
分
の
一
万
六
千
」
を
「
一
万
分
の
一

万
七
千
五
百
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
一
万
分
の
九
千
六
百
七
十
五
」
を
「
一
万
分
の
一
万
五
百

七
十
五
」
に
、
「
一
万
分
の
一
万
五
千
」
を
「
一
万
分
の
一
万
六
千
五
百
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中

「
一
万
分
の
五
千
六
十
」
を
「
一
万
分
の
五
千
五
百
」
に
、
「
一
万
分
の
六
千
八
百
九
十
九
」
を
「
一

万
分
の
七
千
四
百
九
十
九
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
中
「
一
万
分
の
五
千
五
百
六
十
二
・
五
」
を
「
一

万
分
の
六
千
七
・
五
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
中
「
一
万
分
の
四
千
六
百
七
十
二
・
五
」
を
「
一
万
分

の
五
千
百
十
七
・
五
」
に
、
「
一
万
分
の
六
千
五
百
」
を
「
一
万
分
の
七
千
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号

中
「
一
万
分
の
四
千
七
百
二
十
五
」
を
「
一
万
分
の
五
千
百
七
十
五
」
に
、
「
一
万
分
の
六
千
」
を

「
一
万
分
の
六
千
五
百
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
等
）



（増刊 85）東 京 都 公 報令和5年12月26日（火曜日）２９

１

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
交
通
局
企
業
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
程
（
以
下
「
改

正
後
の
規
程
」
と
い
う
。
）
及
び
次
項
の
規
定
は
、
令
和
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
特
例
措
置
）

３

令
和
五
年
十
二
月
に
支
給
す
る
勤
勉
手
当
に
係
る
改
正
後
の
規
程
第
三
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
中
「
百
分
の
百
十
二
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
十
七
・
五
」
と
、

「
百
分
の
百
三
十
二
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
三
十
七
・
五
」
と
、
「
百
分
の
百
四
十
二
・

五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
四
十
七
・
五
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
百
分
の
百
十
二
・
五
」
と
あ

る
の
は
「
百
分
の
百
十
五
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
百
分
の
五
十
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
五
十

七
・
五
」
と
、
「
百
分
の
六
十
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
六
十
七
・
五
」
と
、
「
百
分
の
六

十
）
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
六
十
二
・
五
）
」
と
す
る
。

（
内
払
）

４

こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
交
通
局
企
業
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
程
の
規
定
に
基

づ
い
て
令
和
五
年
十
二
月
に
支
払
わ
れ
た
勤
勉
手
当
は
、
改
正
後
の
規
程
の
規
定
に
よ
る
勤
勉
手
当

の
内
払
と
み
な
す
。

規

程
（
水
）

◉
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程
第
二
十
七
号

東
京
都
水
道
局
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
六
日

東
京
都
水
道
局
長

西

山

智

之

東
京
都
水
道
局
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
水
道
局
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
四
年
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程
第
十
二

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
の
四
第
一
項
中
「
別
表
第
一
イ
の
項
の
表
備
考
３
に
掲
げ
る
」
を
「
給
料
表
㈠
に
掲
げ
る
一

級
二
十
九
号
給
の
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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（増刊 85）東 京 都 公 報令和5年12月26日（火曜日）３７



令和5年12月26日（火曜日）東 京 都 公 報（増刊 85） ３８



（増刊 85）東 京 都 公 報令和5年12月26日（火曜日）３９



令和5年12月26日（火曜日）東 京 都 公 報（増刊 85） ４０



（増刊 85）東 京 都 公 報令和5年12月26日（火曜日）４１
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附

則

（
施
行
期
日
等
）

１

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
水
道
局
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
（
以
下
「
改
正
後
の
規

程
」
と
い
う
。
）
の
規
定
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
給
料
表
の
適
用
を
異
に
す
る
異
動
者

等
の
号
給
の
調
整
）

３

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
こ
の
規
程
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
ま
で

の
間
に
新
た
に
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
職
員
及
び
給
料
表
の
適
用
を
異
に
し
て
異

動
し
た
職
員
の
当
該
適
用
の
日
又
は
異
動
の
日
に
お
け
る
号
給
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
程
に
よ
る
改

正
前
の
東
京
都
水
道
局
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
（
以
下
「
改
正
前
の
規
程
」
と
い
う
。
）
の
規

定
が
適
用
さ
れ
た
場
合
と
の
均
衡
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
限
度
に
お
い
て
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
必
要
な
調
整
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
施
行
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
異
動
者
等
の
号
給
の
調
整
）

４

施
行
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
新
た
に
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る

こ
と
と
な
っ
た
職
員
及
び
給
料
表
の
適
用
を
異
に
し
て
異
動
し
た
職
員
の
当
該
適
用
の
日
又
は
異
動

の
日
に
お
け
る
号
給
に
つ
い
て
は
、
当
該
適
用
又
は
異
動
に
つ
い
て
、
ま
ず
改
正
前
の
規
程
の
規
定

が
適
用
さ
れ
、
次
い
で
当
該
適
用
の
日
又
は
異
動
の
日
か
ら
改
正
後
の
規
程
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る

も
の
と
し
た
場
合
と
の
均
衡
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
限
度
に
お
い
て
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

必
要
な
調
整
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
給
与
の
内
払
）

５

改
正
後
の
規
程
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
改
正
前
の
規
程
の
規
定
に
基
づ
い
て
職

員
に
支
払
わ
れ
た
給
与
は
、
改
正
後
の
規
程
に
よ
る
給
与
の
内
払
と
み
な
す
。

（
補
則
）

６

附
則
第
三
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
程
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、

別
に
定
め
る
。

◉
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程
第
二
十
八
号

東
京
都
水
道
局
職
員
の
期
末
手
当
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
六
日

東
京
都
水
道
局
長

西

山

智

之

東
京
都
水
道
局
職
員
の
期
末
手
当
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
水
道
局
職
員
の
期
末
手
当
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
七
年
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程
第
二

十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
三
項
中
「
百
分
の
百
七
十
二
・
五
」
を
「
百
分
の
百
七
十
五
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
等
）

１

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
水
道
局
職
員
の
期
末
手
当
に
関
す
る
規
程
（
以
下
「
改
正
後

の
規
程
」
と
い
う
。
）
及
び
次
項
の
規
定
は
、
令
和
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
期
末
手
当
に
関
す
る
特
例
措
置
）

３

令
和
五
年
十
二
月
に
支
給
す
る
期
末
手
当
に
係
る
改
正
後
の
規
程
第
三
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
百
分
の
百
七
十
五
」
と
あ
る
の
は
、
「
百
分
の
百
七
十
七
・
五
」
と
す
る
。

（
内
払
）

４

改
正
後
の
規
程
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
水

道
局
職
員
の
期
末
手
当
に
関
す
る
規
程
の
規
定
に
基
づ
い
て
支
払
わ
れ
た
給
与
は
、
改
正
後
の
規
程

の
規
定
に
よ
る
給
与
の
内
払
と
み
な
す
。

◉
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程
第
二
十
九
号

東
京
都
水
道
局
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
六
日

東
京
都
水
道
局
長

西

山

智

之

東
京
都
水
道
局
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
水
道
局
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
五
十
四
年
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程
第
四

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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第
三
条
第
一
号
中
「
百
分
の
百
七
・
五
」
を
「
百
分
の
百
十
二
・
五
」
に
、
「
百
分
の
百
三
十
七
・

五
」
を
「
百
分
の
百
四
十
二
・
五
」
に
、
「
百
分
の
百
二
十
七
・
五
」
を
「
百
分
の
百
三
十
二
・
五
」

に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
百
分
の
百
十
」
を
「
百
分
の
百
十
二
・
五
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中

「
百
分
の
五
十
二
・
五
」
を
「
百
分
の
五
十
五
」
に
、
「
百
分
の
六
十
二
・
五
」
を
「
百
分
の
六
十

五
」
に
、
「
百
分
の
五
十
七
・
五
」
を
「
百
分
の
六
十
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
四
第
一
項
第
一
号
中
「
一
万
分
の
九
千
六
百
八
十
」
を
「
一
万
分
の
一
万
百
二
十
」
に
、

「
一
万
分
の
一
万
三
千
百
九
十
九
」
を
「
一
万
分
の
一
万
三
千
七
百
九
十
九
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号

中
「
一
万
分
の
二
万
五
百
」
を
「
一
万
分
の
二
万
二
千
五
百
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
一
万
分
の

二
万
一
千
五
百
」
を
「
一
万
分
の
二
万
三
千
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
一
万
分
の
九
千
五
百
六
十

七
・
五
」
を
「
一
万
分
の
一
万
四
百
五
十
七
・
五
」
に
、
「
一
万
分
の
一
万
六
千
」
を
「
一
万
分
の
一

万
七
千
五
百
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
一
万
分
の
九
千
六
百
七
十
五
」
を
「
一
万
分
の
一
万
五
百

七
十
五
」
に
、
「
一
万
分
の
一
万
五
千
」
を
「
一
万
分
の
一
万
六
千
五
百
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中

「
一
万
分
の
五
千
六
十
」
を
「
一
万
分
の
五
千
五
百
」
に
、
「
一
万
分
の
六
千
八
百
九
十
九
」
を
「
一

万
分
の
七
千
四
百
九
十
九
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
中
「
一
万
分
の
五
千
五
百
六
十
二
・
五
」
を
「
一

万
分
の
六
千
七
・
五
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
中
「
一
万
分
の
四
千
六
百
七
十
二
・
五
」
を
「
一
万
分

の
五
千
百
十
七
・
五
」
に
、
「
一
万
分
の
六
千
五
百
」
を
「
一
万
分
の
七
千
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号

中
「
一
万
分
の
四
千
七
百
二
十
五
」
を
「
一
万
分
の
五
千
百
七
十
五
」
に
、
「
一
万
分
の
六
千
」
を

「
一
万
分
の
六
千
五
百
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
等
）

１

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
水
道
局
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
程
（
以
下
「
改
正
後

の
規
程
」
と
い
う
。
）
及
び
次
項
の
規
定
は
、
令
和
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
勤
勉
手
当
に
関
す
る
特
例
措
置
）

３

令
和
五
年
十
二
月
に
支
給
す
る
勤
勉
手
当
に
係
る
改
正
後
の
規
程
第
三
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
同
条
第
一
号
中
「
百
分
の
百
十
二
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
十
七
・
五
」
と
、
「
百

分
の
百
四
十
二
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
四
十
七
・
五
」
と
、
「
百
分
の
百
三
十
二
・
五
」

と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
三
十
七
・
五
」
と
、
同
条
第
二
号
中
「
百
分
の
百
十
二
・
五
」
と
あ
る
の

は
「
百
分
の
百
十
五
」
と
、
同
条
第
三
号
中
「
百
分
の
五
十
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
五
十
七
・

五
」
と
、
「
百
分
の
六
十
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
六
十
七
・
五
」
と
、
「
百
分
の
六
十
）
」
と

あ
る
の
は
「
百
分
の
六
十
二
・
五
）
」
と
す
る
。

（
内
払
）

４

こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
水
道
局
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
程
の
規
定
に
基
づ
き

令
和
五
年
十
二
月
に
支
払
わ
れ
た
勤
勉
手
当
は
、
改
正
後
の
規
程
に
基
づ
く
勤
勉
手
当
の
内
払
と
み

な
す
。

規

程
（
下
水
）

◉
東
京
都
下
水
道
局
管
理
規
程
第
十
八
号

東
京
都
下
水
道
局
企
業
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
六
日

東
京
都
下
水
道
局
長

佐
々
木

健

東
京
都
下
水
道
局
企
業
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
下
水
道
局
企
業
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
七
年
東
京
都
下
水
道
局
管
理
規
程

第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
の
三
第
一
項
中
「
別
表
第
一
イ
の
項
の
表
備
考
３
に
掲
げ
る
」
を
「
給
料
表
㈠
に
掲
げ
る
一

級
二
十
九
号
給
の
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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附

則

（
施
行
期
日
等
）

１

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
下
水
道
局
企
業
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
（
以
下
「
改
正

後
の
規
程
」
と
い
う
。
）
の
規
定
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
給
料
表
の
適
用
を
異
に
す
る
異
動
者

等
の
号
給
の
調
整
）

３

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
こ
の
規
程
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
ま
で

の
間
に
新
た
に
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
職
員
及
び
給
料
表
の
適
用
を
異
に
し
て
異

動
し
た
職
員
の
当
該
適
用
の
日
又
は
異
動
の
日
に
お
け
る
号
給
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
程
に
よ
る
改

正
前
の
東
京
都
下
水
道
局
企
業
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
（
以
下
「
改
正
前
の
規
程
」
と
い

う
。
）
の
規
定
が
適
用
さ
れ
た
場
合
と
の
均
衡
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
限
度
に
お
い
て
、
別
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
必
要
な
調
整
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
施
行
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
異
動
者
等
の
号
給
の
調
整
）

４

施
行
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
新
た
に
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る

こ
と
と
な
っ
た
職
員
及
び
給
料
表
の
適
用
を
異
に
し
て
異
動
し
た
職
員
の
当
該
適
用
の
日
又
は
異
動

の
日
に
お
け
る
号
給
に
つ
い
て
は
、
当
該
適
用
又
は
異
動
に
つ
い
て
、
ま
ず
改
正
前
の
規
程
の
規
定

が
適
用
さ
れ
、
次
い
で
当
該
適
用
の
日
又
は
異
動
の
日
か
ら
改
正
後
の
規
程
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る

も
の
と
し
た
場
合
と
の
均
衡
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
限
度
に
お
い
て
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

必
要
な
調
整
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
給
与
の
内
払
）

５

改
正
後
の
規
程
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
改
正
前
の
規
程
の
規
定
に
基
づ
い
て
職

員
に
支
払
わ
れ
た
給
与
は
、
改
正
後
の
規
程
の
規
定
に
よ
る
内
払
と
み
な
す
。

（
補
則
）

６

附
則
第
三
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
程
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、

別
に
定
め
る
。

◉
東
京
都
下
水
道
局
管
理
規
程
第
十
九
号

東
京
都
下
水
道
局
企
業
職
員
の
期
末
手
当
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
六
日

東
京
都
下
水
道
局
長

佐
々
木

健

東
京
都
下
水
道
局
企
業
職
員
の
期
末
手
当
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
下
水
道
局
企
業
職
員
の
期
末
手
当
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
七
年
東
京
都
下
水
道
局
管
理

規
程
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
二
第
七
項
中
「
百
分
の
百
七
十
二
・
五
」
を
「
百
分
の
百
七
十
五
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
等
）

１

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
下
水
道
局
企
業
職
員
の
期
末
手
当
に
関
す
る
規
程
（
以
下

「
改
正
後
の
規
程
」
と
い
う
。
）
及
び
次
項
の
規
定
は
、
令
和
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
特
例
措
置
）

３

令
和
五
年
十
二
月
に
支
給
す
る
期
末
手
当
に
係
る
改
正
後
の
規
程
第
三
条
の
二
第
七
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
百
分
の
百
七
十
五
」
と
あ
る
の
は
、
「
百
分
の
百
七
十
七
・
五
」
と

す
る
。

（
内
払
）

４

こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
下
水
道
局
企
業
職
員
の
期
末
手
当
に
関
す
る
規
程
の
規
定
に

基
づ
き
令
和
五
年
十
二
月
に
支
給
さ
れ
た
期
末
手
当
は
、
改
正
後
の
規
程
の
規
定
に
よ
る
期
末
手
当

の
内
払
と
み
な
す
。

◉
東
京
都
下
水
道
局
管
理
規
程
第
二
十
号

東
京
都
下
水
道
局
企
業
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
六
日

東
京
都
下
水
道
局
長

佐
々
木

健
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東
京
都
下
水
道
局
企
業
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
下
水
道
局
企
業
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
五
十
四
年
東
京
都
下
水
道
局
管
理

規
程
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
四
項
第
一
号
中
「
百
分
の
百
七
・
五
」
を
「
百
分
の
百
十
二
・
五
」
に
、
「
百
分
の
百
三

十
七
・
五
」
を
「
百
分
の
百
四
十
二
・
五
」
に
、
「
百
分
の
百
二
十
七
・
五
」
を
「
百
分
の
百
三
十
二

・
五
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
百
分
の
百
十
」
を
「
百
分
の
百
十
二
・
五
」
に
改
め
、
同
項
第
三

号
中
「
百
分
の
五
十
二
・
五
」
を
「
百
分
の
五
十
五
」
に
、
「
百
分
の
六
十
二
・
五
」
を
「
百
分
の
六

十
五
」
に
、
「
百
分
の
五
十
七
・
五
」
を
「
百
分
の
六
十
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
四
第
一
項
第
一
号
中
「
一
万
分
の
九
千
六
百
八
十
」
を
「
一
万
分
の
一
万
百
二
十
」
に
、

「
一
万
分
の
一
万
三
千
百
九
十
九
」
を
「
一
万
分
の
一
万
三
千
七
百
九
十
九
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号

中
「
一
万
分
の
二
万
五
百
」
を
「
一
万
分
の
二
万
二
千
五
百
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
一
万
分
の

二
万
一
千
五
百
」
を
「
一
万
分
の
二
万
三
千
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
一
万
分
の
九
千
五
百
六
十

七
・
五
」
を
「
一
万
分
の
一
万
四
百
五
十
七
・
五
」
に
、
「
一
万
分
の
一
万
六
千
」
を
「
一
万
分
の
一

万
七
千
五
百
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
一
万
分
の
九
千
六
百
七
十
五
」
を
「
一
万
分
の
一
万
五
百

七
十
五
」
に
、
「
一
万
分
の
一
万
五
千
」
を
「
一
万
分
の
一
万
六
千
五
百
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中

「
一
万
分
の
五
千
六
十
」
を
「
一
万
分
の
五
千
五
百
」
に
、
「
一
万
分
の
六
千
八
百
九
十
九
」
を
「
一

万
分
の
七
千
四
百
九
十
九
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
中
「
一
万
分
の
五
千
五
百
六
十
二
・
五
」
を
「
一

万
分
の
六
千
七
・
五
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
中
「
一
万
分
の
四
千
六
百
七
十
二
・
五
」
を
「
一
万
分

の
五
千
百
十
七
・
五
」
に
、
「
一
万
分
の
六
千
五
百
」
を
「
一
万
分
の
七
千
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号

中
「
一
万
分
の
四
千
七
百
二
十
五
」
を
「
一
万
分
の
五
千
百
七
十
五
」
に
、
「
一
万
分
の
六
千
」
を

「
一
万
分
の
六
千
五
百
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
等
）

１

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
下
水
道
局
企
業
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
程
（
以
下

「
改
正
後
の
規
程
」
と
い
う
。
）
及
び
次
項
の
規
定
は
、
令
和
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
特
例
措
置
）

３

令
和
五
年
十
二
月
に
支
給
す
る
勤
勉
手
当
に
係
る
改
正
後
の
規
程
第
三
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
中
「
百
分
の
百
十
二
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
十
七
・
五
」
と
、

「
百
分
の
百
三
十
二
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
三
十
七
・
五
」
と
、
「
百
分
の
百
四
十
二
・

五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
四
十
七
・
五
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
百
分
の
百
十
二
・
五
」
と
あ

る
の
は
「
百
分
の
百
十
五
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
百
分
の
五
十
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
五
十

七
・
五
」
と
、
「
百
分
の
六
十
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
六
十
七
・
五
」
と
、
「
百
分
の
六

十
）
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
六
十
二
・
五
）
」
と
す
る
。

（
内
払
）

４

こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
下
水
道
局
企
業
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
程
の
規
定
に

基
づ
き
令
和
五
年
十
二
月
に
支
給
さ
れ
た
勤
勉
手
当
は
、
改
正
後
の
規
程
の
規
定
に
よ
る
勤
勉
手
当

の
内
払
と
み
な
す
。
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